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第
百
十
五
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と

し
、第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四

号
中
「
老
人
保
健
制
度
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

三

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
行
う
業
務
に
関
す

る
こ
と
（
医
療
課
及
び
調
査
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。）。

四

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
市
町
村
が
処
理

す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
十
九
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
都
道
府
県
に
対

す
る
助
成
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
十
九
条
第
六
号
中
「
老
人
保
健
法
」
を
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

八
十
号
。
以
下
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
と
い
う
。）第
百

十
八
条
第
一
項
」
に
、「
保
険
者
の
拠
出
金
」
を
「
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
三
号

と
し
、
第
九
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第

七
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加

え
る
。

七

医
療
保
険
制
度
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
調
査
課

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

八

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
行
う
業
務
に
関

す
る
こ
と
（
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
三
十
九
条
第

三
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
業
務
に
関

す
る
こ
と
に
限
る
。）。

九

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
行
う
業
務
に
関
す

る
こ
と
（
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
百
五
十
六
条
に
規

定
す
る
高
齢
者
医
療
関
係
業
務
に
関
す
る
こ
と
に
限

る
。）。

十

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
の
庶
務

に
関
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
一
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
介

護
保
険
事
業
関
係
業
務
及
び
」
を
「
高
齢
者
医
療
関
係
業

務
及
び
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
並
び
に
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
を
削
る
。

第
百
二
十
二
条
第
一
号
中
「
老
人
保
健
制
度
」
を
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
並
び

に
老
人
保
健
法
に
規
定
す
る
医
療
に
要
す
る
費
用
、
入
院

時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
の
費
用
、
入
院
時

生
活
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
の
費
用
、
保
険
外
併

用
療
養
費
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
の
費
用
及
び
老
人
訪
問

看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
老
人
訪
問
看
護
に
つ
い
て
の
費

用
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中「（
老
人
保
健
法
に
規
定
す

る
医
療
、
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
療
養
、
入
院
時
生

活
療
養
費
に
係
る
療
養
、
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
療

養
及
び
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
老
人
訪
問
看

護
に
係
る
も
の
を
含
む
。）」
を
削
り
、同
条
第
五
号
中「
国

民
健
康
保
険
法
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九

十
二
号
）」を
加
え
る
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

別
表
第
一
ロ
の
表
第
五
号
区
分
の
項
第
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
二

平
成
二
十
年
四
月
以
後
の
一
般
職
給
与
法

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
て
い

た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
つ
た

も
の

別
表
第
一
ロ
の
表
第
七
号
区
分
の
項
第
一
二
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
二
の
二

平
成
二
十
年
四
月
以
後
の
一
般
職
給
与

法
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
て

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
一
級
で
あ
つ

た
も
の

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
同
項
第
十
号
」
を「
同
項
第
十
一
号
」

に
改
め
る
。

瀬
市
」
に
、「
尾
張
旭
市

岩
倉
市
」
を
「
岩
倉
市
」
に
、「
松
原
市

摂
津
市

三
島
郡
」
を
「
三
島
郡
」
に
、「
高
砂
市

川
西
市

川
辺
郡
」
を
「
川
辺
郡
」
に
、「
広
島
県
の
う
ち
」
を
「
岡
山
県
の
う
ち

御
津
郡
の
う
ち
建
部
町

赤
磐
郡
の
う
ち
瀬
戸

広
島
県
の
う
ち

町
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

増
田

寛
也

財
務
大
臣

額
賀
M
志
郎

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
百
二
十
三
条
第
一
号
中
「
老
人
保
健
制
度
」
を
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
及
び

老
人
保
健
制
度
」
を
削
る
。

附
則
第
四
条
を
削
り
、
附
則
第
三
条
を
附
則
第
四
条
と

し
、
附
則
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条

保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
は
、
第
百
二
十
一
条

各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
国
民
健
康

保
険
法
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
に
関

す
る
事
務
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
行
う

業
務
に
関
す
る
事
務
（
同
法
附
則
第
十
七
条
に
規
定
す

る
退
職
者
医
療
関
係
業
務
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。）を

つ
か
さ
ど
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

政
令
第
六
十
七
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
八
号
）

の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
労
働
組
合
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
六
条
第
一
項

第
十
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
十
一
号
」に
改
め
る
。

一

労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二

百
三
十
一
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項

二

特
定
独
立
行
政
法
人
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法

律
施
行
令（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）

第
十
四
条
第
一
項

三

公
証
人
手
数
料
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
二
十

四
号
）
第
四
十
三
条
第
二
号

（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

八
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
ロ
の
表
第
四
号
区
分
の
項
第
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
二

平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て

い
る
一
般
職
給
与
法
（
他
の
法
令
に
お
い
て
、
引

用
し
、
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含

む
。
以
下
「
平
成
二
十
年
四
月
以
後
の
一
般
職
給

与
法
」
と
い
う
。）の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の

適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級

が
三
級
で
あ
つ
た
も
の

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

政
令
第
六
十
六
号

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
百
一
条
第
十
号
」
を

「
第
百
一
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
五

号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
一
条
第
六
号
中
「
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
九
十
六
号
）」を
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
十
四
号
）」に
改
め
る
。

第
百
一
条
中
第
四
号
を
削
り
、第
五
号
を
第
四
号
と
し
、

第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八

号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
七
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十

二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
二
条
第
一
号
中
「
並
び
に
総
務
課
」
を
削
る
。

第
百
四
条
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
三
号
か

ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

社
会
福
祉
法
人
の
認
可
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と

（
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、
老
健
局
及
び
障
害
保

健
福
祉
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

四

社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
総
括
に
関
す
る
こ
と
。
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